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はじめに
本研究は、第二次世界大戦の終結に伴う台湾の政治体制の転換期を経験した日台通訳・日中通訳者を通して、台湾おける日台・日中通訳の歴史を聞き取り、時代の変化と通訳者の相互関係を口述歴史の視点から考察し、台湾における日本語世代と日台・日中通訳の歴史を明らかにしようとする試みである。
1． 先行研究：

  ＊台湾における通訳研究は、さまざまな分野で行われている。
＊通訳に関する先行研究は90年代以降の台湾の通訳事情を中心としており、さらに、対象が通訳の理論及び技術など大学レベルの通訳教育に集中しているのが特徴である。一方、戦前の台湾の通訳史に関する記述や文献は、皆無に近いというのが現状である。
２．研究方法

＊台湾における日中通訳に関する研究には調査・実証研究が多く採用される傾向がある。
＊文献分析法と面接調査法を取り入れることとする。
①先行研究および新聞、雑誌、政府機構の統計データの収集を行う。
②対象者側の視点を持つためには対象者によって意識化された言語データが必要であり、このために面接調査法を取り入れる。
2.1　研究調査の手順は以下の通りである。
（1） 聞き取り調査　　　
（2） 分析手順
2.2　予期する研究結果
本研究は文献調査分析及び通訳経験者の生の声を収集し分析する実証的なものであり、日中通訳に関する研究やデータの蓄積を補完するものと考える。
2.3　研究調査

2.3.1　対象者の属性

対象者の属性は以下のとおりである。

太平洋戦争に日本兵として従軍経験のあるYさんは昭和2年 (1927年)に生まれ、調査時（2008年）において80歳という高齢であった。現在は台湾の屏東県に在住している。

2.3.2　分析手順

＊調査及び分析は、「殖民地時期及び終戦初期に関する記憶」・「社会変化について」・「通訳事例」の３つの側面から設問を設けた。

2.4　結果と分析
2.4.1　結果
（1） 植民時期に関する記憶

①言葉の学習

②「台湾特設警備工兵隊」（俗称「台灣牛車兵」）の創立
（２）通訳事例

①【通訳になったきっかけ】

　
おわりに

本研究は日本植民地時代の通訳経験者の生の声を収集し分析する実証的なものであり、通訳に関する研究に一石を投ずるものと考える。日本植民地時代ないし終戦時に活躍した通訳者の多くが既に世を去っており、残り少なくなっている現在、早急に手がけるべき研究課題であると言える。
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